












The perception of “friends” in early childhood :
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　 人数 インタビュー実施時の平均月齢（SD） 人数
インタビュー実施時
の平均月齢（SD）
3歳児 20 45.4（3.6） 20 51.8（3.5）
4歳児 16 55.8（3.8） 14 62.3（3.7）









































































1期 2期 1期 2期
3歳児 84.2 75.0 94.4 85.0
4歳児 93.8 92.9 93.8 92.9






































































































































1期 2期 1期 2期
3歳児 53.3 66.7 56.3 70.6
4歳児 60.0 61.5 57.1 61.5















































































































―. 教科開発学論集 5, 189-195.
名倉一美（2018）. 保育実践における幼児の集















































既知性. 心理学研究 66（3）, 205-212.
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1「友だち」という用語は、本来他者との間に
親密性を伴うものとして扱われている（原, 
1995）が、幼児期においては一般的に同年齢
の他児についても用いられることもあるた
め、本研究は「友だち」を使用することとし
た。
2　時間の制約等により、1期（年度前半）には、
4歳児クラス7名、5歳児クラス4名のイン
タビューは実施できなかった。さらに、1期
にインタビューを実施した幼児のうち、2期
（年度後半）には欠席・転園等のため実施で
きなかった幼児が4歳児クラス3名、5歳児
クラスに1名いた一方で、2期にのみインタ
ビューを実施した幼児が4歳児クラス、5歳
児クラス各1名いた。3歳児は1期・2期と
も全員の幼児に実施した。また、3歳児クラ
スに1名、特別支援児の認定を受けている幼
児がいたが、その幼児を「友だち」と回答す
る他の幼児がおり、クラス全体の子ども同士
の関係を把握する上で含める必要があると判
断し研究参加児とした。
付記
　本研究の一部は、河原紀子・根ケ山光一「幼
児期における「友だち」の認識（2）縦断的検
討」として日本発達心理学会第30回大会（2019
年3月）において発表された。
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